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●　礼拝堂は、神に礼拝を捧げるための神聖な場所です。堂内では、私語を慎み、静粛を
保つよう心がけて下さい。

●　飲食物の持ち込みは禁止です。携帯電話の電源は必ず切って下さい。礼拝堂内では脱帽
して下さい。

●　礼拝の中で、「祈祷」の時には、目を閉じ、手を組み、頭を垂れ、祈りにふさわしい
姿勢を取り、祈る人の言葉に集中して下さい。

●　礼拝とは、前奏、讃美歌、聖書朗読、説教、祈り、後奏までを含んだものを言います。
説教が終わったとたんに退席するなど、礼拝途中での出入りは慎んで下さい。　
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　青山学院がその伝統に連なっているメソジスト教会の創始者、ジョン・ウェスレー

（１７０３～１７９１）は、１７３８年５月２４日の夕方、ロンドンのアルダースゲートのキリスト

者の集会に出席しました。そこで、彼は、宗教改革者ルターの『ローマの信徒への手紙の

序文』の朗読を聞いているうちに、自分の罪がイエス・キリストの十字架の犠牲とあわれみ

によって取り去られたことを確信しました。これが「私の心は不思議に温められた」と

述懐する体験です。以後、ウェスレーは、力強く伝道し、メソジスト教会は、全世界に

発展していくことになります。

John Wesley 回心記念日（５月２４日）

　青山学院の基礎を築いた先達の一人とし

てソーパー博士の名を忘れることはできま

せん。博士は米国メリーランド州出身で、

1873（明治6）年にメソジスト監督教会

宣教師として来日し、以来30年にわたって

宣教と教育の活動を続けました。来日の

翌年には津田仙（津田塾創立者津田梅子の父）

の経営する麻布の学農社を説教所として日曜礼拝

と日曜学校を開始しました。この津田一家に続いて

古川正雄（慶應義塾初代塾長）の一族が入信、彼らの協力

によって伝道は日に日に進み、1878（明治11）年4月16日には築地に耕教学舎

が設立されました。これがやがて東京英和学校となり、青山学院の源流の一つとなり、

1883（明治16）年に現在の青山の地に根を下ろすことになります。

青山学院の歩み［7］
ジュリアス・ソーパー
（Julius Soper）

各キャンパスでは、宗教主任が個人相談に応じ、また教会紹介などを行っています。
希望者は、下記オフィスアワーにどうぞご遠慮なくおいで下さい。
教会紹介は宗教センターでも随時行っています。

カウンセリング・教会紹介

【青山キャンパス】
担当宗教主任 研　究　室 オフィスアワー

伊藤 　悟
塩谷 直也
髙砂 民宣
谷口 裕子
大宮 　謙
大島 　力
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宗教センター：間島記念館1階  TEL 03－3409－6537

担当宗教主任 研　究　室 オフィスアワー
シュー土戸　
　　 ポール 16号館6階C棟（チャペル）2階
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C棟（チャペル）2階・共同研究室
宗教センター：C棟（チャペル）1階  TEL 042－759－6009

（木）11：00～12：30
（月）16：00～17：00
（金）11：00～12：00
（水）13：00～14：00
（木）13：15～14：30
（火）13：10～14：40

（木）12：45～15：00
（金）12：45～15：00
　（月）11：00～12：30
　（月）13：10～14：40 
　（木）12：30～14：40
　（木）15：00～16：00
　（月）13：15～14：15

【相模原キャンパス】

Wesley Hall News No.106 が発行されました。
  各キャンパス宗教センター、礼拝堂で配布しています。ぜひお読み下さい。

今年度の主題聖句
夜は更け、日は近づいた。だから、闇の行いを

　　　　　　脱ぎ捨てて光の武具を身に着けましょう。
（ローマの信徒への手紙  第13章12節）


